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投稿歓迎！

明
石
支
部
は
10
月
19
日
に
６
年
振
り
と
な

る
第
12
回
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、

７
医
療
機
関
14
人
が
参
加
し
た
。
淡
路
島
の

吹
き
戻
し
の
里
に
て
全
国
唯
一
の
『
吹
き
戻

し
』
製
作
体
験
、
徳
島
県
鳴
門
市
の
大
塚
国

際
美
術
館
を
ゆ
っ
く
り
フ
リ
ー
で
鑑
賞
し
好

評
を
得
た
。
参
加
者
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

今
回
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、
一
言
で
言

う
と
す
ご
く
充
実
し
た
楽
し
い
旅
行
に

な
り
ま
し
た
。

娘
と
参
加
し
た
の
で
す
が
、
バ
ス
の

中
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
一
日
過
ご
せ
ま

し
た
。

吹
き
戻
し
体
験
は
、
最
初
は
難
し
い

の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ス
タ
ッ

フ
の
方
が
楽
し
く
お
話
し
な
が
ら
、
教

え
て
く
れ
た
の
で
、
割
と
時
間
も
か
か

ら
ず
、
ス
ム
ー
ズ
に
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一
般
だ
と
、
夜
店
な
ど
で
景

品
と
し
て
頂
け
る
ん
で
す
が
、
手
作
業

で
作
っ
て
い
る
な
ん
て
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
工
場
で
手
作
業
等
で
、
こ
れ

を
作
っ
て
い
る
の
か
と
思
う
と
大
変
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
私
の
娘

が
体
験
後
、
「
自
分
で
作
っ
た
ら
楽
し

い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
し
、
気
に
入
っ

て
ず
っ
と
吹
き
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に

し
て
い
る
の
を
見
て
い
る
と
、
連
れ
て

き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

お
土
産
店
で
は
、
お
買
い
物
も
充
分

で
き
ま
し
た
し
、
昼
食
で
は
新
鮮
な
お

刺
身
や
天
ぷ
ら
、
徳
島
の
名
産
物
が
食

べ
ら
れ
て
す
ご
く
満
足
し
ま
し
た
。

美
術
館
で
は
、
名
画
と
同
じ
様
に
コ

ス
プ
レ
が
で
き
、
写
真
が
撮
れ
る
の
で

子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
み
な
が
ら
鑑
賞

で
き
ま
す
。
特
に
、
有
名
な
画
家
の
絵

は
や
っ
ぱ
り
迫
力
が
あ
っ
て
、
テ
レ
ビ

や
新
聞
な
ど
写
真
で
見
る
よ
り
感
動
し

ま
し
た
。

今
回
バ
ス
ツ
ア
ー
に
初
め
て
参
加
さ

せ
て
頂
き
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
ま
た
、
こ
ん
な
機
会
が
あ

れ
ば
是
非
、
参
加
し
た
い
で
す
し
、
他

の
企
画
も
あ
っ
た
ら
、
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

皆
さ
ん
に
お
勧
め
し
た
い
で
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
一
城
小
児
科
職
員

多
田

明
子
）

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
ホ
ー
ル
で

記
念
撮
影

ゴ
ッ
ホ
の
﹁
ひ
ま
わ
り
﹂

コ
ス
プ
レ
体
験

第12回日帰りバスツアー
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ー11月8日 第42回支部総会記念企画ー

11月8日第42回支部総会記念の無料映

画上映会「大コメ騒動」を子午線ホー

ルで開催し市民ら106人が参加した。

総会議事は6日に開催し8人出席、役員

改選と活動方針を確認した。

井上真央主演で2021年に封切された

この映画は、第一次世界大戦中の物価

高騰とシベリア出兵への軍需米需要を

見込んだ思惑で米商人が米を買い占め、

売り惜しみが加速する中、1918年富山

の漁村の女性達が嘆願に立ち上がり、

その後1,000人超の米騒動を起こして、

配給と米値下げをかちとったストーリー。

「100年以上前の話だが今の世相と重なった」「弱者の暮らしはいつも切り捨てられる。追

い詰められたら自分は行動できるだろうか」「生きるために行動する勇気に心動かされた」

「良い映画をありがとう」など感想が多数寄せられ好評だった。

医療機関の維持存続への支援を求める署名・

賛同は58筆、クイズは39人の協力

クイズのご意見欄には、「地域の医療機関を守って

ほしい」「国として国民を守るのは軍事費増強でなく

医療や社会保障だ」「国は医療にもっとお金を出すべ

きだ」「いざという時かかれる病院がなくなるのは不

安」「年金暮らしで物価も高く高齢で病気も多く２割

負担は厳しい」などの意見が寄せられた。 『大コメ騒動』（C）2021「大コメ騒動」製作

「大コメ騒動」映画上映に106人
従来のすべての健康保険証について

2026年3月末まで暫定的に利用可能

厚労省は、12月2日以降に期限切れの保険証を持参した場合でもオンライン資

格確認などで加入資格を確認できれば、患者に10割負担を求めない措置を講じ

るよう11月12日に事務連絡を発出した。マイナ保険証への移行に伴う暫定措置

で、期間は2026年3月末まで。

･･･10月のマイナ保険証利用率は37％。窓口での混乱を避けるためにも、従来の保険証

を期限を切らずに残すべきではないでしょうか。

12月以降の医療機関・薬局の窓口での資格確認の運用について（抜粋）

❖マイナ保険証及び資格確認書について

医療機関・薬局における資格確認は、マイナ保険証か資格確認書のいずれか

により行うことが基本となりますが、患者のマイナ保険証により有効な資格が

確認できる場合には、追加でその他の資格確認書類を確認することは不要であ

るため、ご留意下さい。なお、限度額適用認定証情報についても、オンライン

資格確認の結果として確認できた場合には、限度額適用認定証で所得区分を確

認する必要はありません。（限度額適用・標準負担減額認定証も同様です。）

なお、資格確認は、各月の初回のみに行うのではなく、受診の都度、行うこ

とが原則であることについてご留意下さい。

❖移行期における暫定的な取扱い

12月２日以降、期限切れに気がつかずに健康保険証を引き続き持参してしまっ

た患者や、保険者から通知された「資格情報のお知らせ」のみを持参する患者

については、保険証等単体で有効なものとして取り扱うものではありませんが、

加入している保険者によらず、保険給付を受ける資格を確認した上で適切に受

診が行われるよう、被保険者番号等によりオンライン資格確認等システムに照

会するなどした上で、３割等の一定の負担割合を求めてレセプト請求を行うこ

ととする運用は、暫定的な対応として差し支えないと考えます。

こうした対応は令和８年３月末までの暫定的な対応であり、次回以降の受診

時にはマイナ保険証か資格確認書を必ず持参いただくよう呼びかけて下さい。


